




































A Study of Local Needs for Nursery Teachers School





































に回答を求めた。1 番重要だと思われる順に 5 点、2 番目は 4 点、3 番目は 3 点、4 番目は 2 点、5 番目は 1 点
と得点を与え、項目ごとの合計得点を算出した。
２－２．調査時期と手続き
　保育者へのアンケートは、2014 年 10 月～ 2015 年 2 月に実施した保育者研修の出張講座、保育所（2 か所）









１．性別 男性保育者 12（12.1） ３．保育職歴 1 年 未 満 6（6.1）
女性保育者 86（86.9） 1 ～ 3 年 13（13.1）
未 記 入 1（1.0） 4 ～ 6 年 17（17.2）
7 ～ 10 年 21（21.2）
２．年齢 Ｎ（％） 10 年 以 上 6（6.1）
20 ～ 24 歳 15（15.2） 未 記 入 5（5.1）
25 ～ 29 歳 16（16.2）
30 ～ 34 歳 11（11.1）
35 ～ 39 歳 10（10.1） ４．現在の勤務形態 Ｎ（％）
40 ～ 44 歳 12（12.1） 正 規 雇 用 58（58.6）
45 ～ 49 歳 8（8.1） 非正規雇用 11（11.1）
50 歳 以 上 26（26.3） パート勤務 28（28.3）
























































Q1-2． 子 ど も の 成 長 に 喜 び を 感 じ る
（52.5％）
Q1-2． 子 ど も の 成 長 に 喜 び を 感 じ る
（58.0％）












































































































































































































　アンケート Q1-1 ～ Q1-6 の項目は「保育者として求められる内面的要素」、Q1-7 ～ Q1-19 は「保育者として
求められる外的・対人的要素」、Q1-20 ～ Q1-29 は「保育者として求められる実践スキル」として構成されてい
る（報告書、2014）。佐世保市の結果について、獲得時期と項目を図 1 ‐ 1．1 － 2．1 － 3 に整理した。
　保育者として求められる項目を要素別にみると、内面的要素は、他者への思いやりや保育者への使命感を養
成校卒業までに獲得していることが望まれ、それ以外の項目については勤務 1，2 年までに集中していること
















20,2 年、幼稚園は 10,5 年で幼稚園は勤務年数が短い（九州大学教育社会学研究集録，2009）。保育士の勤務年
数も 50,7％が勤務年数 5 年未満であり、内 30,2％が 3 年未満で、キーワードとして『10 年』『5 年』『3 年』が
浮かび上がる。保育士・幼稚園教諭とも入職して 1 ～ 3 年間の実践スキルの獲得はモチベーションを維持させ
るための一つになっていると思われ、『3 年目』は離職かキャリアの第一歩に進むかの第一ステップであろう。





















































































































































































図 1 － 2　保育に向かう態度のうち
「保育者として求められる外的・対人的要素」の獲得時期



























































































Q1-8 Q1-17 Q1-12 Q1-11 Q1-19 Q1-16 
全体の最頻値→● 




































































































































































































































































































































Q2-15 常に身だしなみは清潔感があるように心がけることができる 91.8% 92.3% 95.6%
Q2-17 時間や期限を守ることができる 91.8% 96.4% 97.2%
Q2-16 言葉遣いやマナーに配慮して行動することができる 90.8% 89.2% 92.7%
Q2-23 ていねいにきれいな字を書くことができる 85.6% 93.8% 95.2%
Q2-13 何事にも前向きに取り組むことができる 76.3% 84.4% 88.4%
Q2-4 謙虚さをもって物事に取り組むことができる 75.3% 70.3% 75.7%
Q2-6 好奇心や探究心をもち、物事にかかわることができる 71.4% 75.9% 74.4%
Q2-2 諦めずに常に持続して取り組もうとすることができる 68.0% 66.7% 66.3%
Q2-3 心身の健康を維持することができる 66.3% 79.0% 80.9%
Q2-26 周りの人に対しして適切な感情表現をすることができる 65.3% 60.5% 60.3%
Q2-22 自分の意見をもち、話し合いの中で発信することができる 61.2% 50.6% 59.8%
Q2-18 報告・連絡・相談をすることができる 60.2% 50.4% 50.0%
Q2-25 社会情勢に対して関心を持ち、知識を広げようとすることができる 60.2% 59.4% 54.3%
Q2-8 自分に自己課題を設けることができる 59.2% 41.4% 42.5%
Q2-14 自分自身の感性を高めようとすることができる 56.1% 71.6% 72.1%
Q2-7 自分を客観的に見つめ、自己評価を行うことができる 49.0% 27.4% 32.8%
Q2-19 周りの状況に合わせて行動することができる 38.8% 41.2% 46.9%
Q2-10 周りの人の役に立つために、自分の力を発揮することができる 38.1% 41.6% 38.2%
Q2-1 失敗や反省を次に活かそうとすることができる 36.7% 43.2% 40.7%
Q2-12 子どもや他者に対して寛容さをもって接することができる 36.7% 28.4% 28.0%
Q2-20 相手を理解し円滑に物事を進めることができる 34.7% 23.9% 27.7%
Q2-11 いろいろな角度から物事を考えることができる 34.0% 40.4% 42.6%
Q2-24 むずかしい場面であってもユーモアを忘れずに対応することができる 33.7% 26.7% 32.5%
Q2-5 自分の仕事や行為についての責任を果たすことができる 30.6% 38.9% 35.6%
Q2-21 相手の持つ力を信じ、頼ることができる 29.6% 20.4% 25.3%




















































分なりの保育観」を構築しようと努力する時期。五段階は 4 ～ 5 年目の「自己実現に向かう時期」である。保
育者の成長プロセスにおいて、最初の危機は 1 年目であり、2 年目に保育に関する何らかの手ごたえを見つけ
ることができれば続けることができるが、3 年目のやりがい探しの時期に至って初めて、離職かキャリアを積
むかに分かれるのではないか。そのために、保育スキルを 1、2 年目に獲得しようとするのであろう（図 2）。
　図 2　保育者の成長過程のイメージ
五段階 安定期（4 ～ 5 年目）　自己実現
四段階 保育のやり甲斐探し期（3 年目）　自分なりの保育観を構築
三段階 仮の安定期（2 年目）　行事を終え年間の業務を経験
二段階 モデル探し期（1 年目）　人間関係が見える時期
一段階 無我夢中期（6 か月）　先輩保育者の模倣
　本校では、そのような危機を乗り越えられる人材の人間的土台を形成するためにも、「ホスピタリティ」を
その精神とする茶道教育を通して具現化しているが、本研究で抽出された地域ニーズを受け、平成 26 年度か
ら「保育学特別演習」、平成 27 年度からは「キャリア支援講座Ⅰ・Ⅱ」や「地域連携（佐世保学）講座」など
を開講し、保育者としてのキャリアの発達につなげ、「21 世紀型社会人」、「知識基盤社会を支える」汎用能力
のある人材を養成したいと考えている。また、就職後に培われている保育の専門性としては、卒業後 1、2 年
目の保育者の内的、外的、対人援助の理論と技術の獲得へ向けた研修、キャリア支援、保育者自身のケアマネー
ジメントなどの研修やそのニーズが求められるが、手始めに保育者向けの「白蝶講座」を開設した。さらに、
専門性の情報提供の具体的手段として、「知の情報発信」であり保育者養成校と保育現場をつなぐ「白蝶だより」
を発行し地域連携のきっかけにしていきたいと考える。
　保育現場からは、就職後 5 年間までは、保育士の社会人基礎力やピアノの熟達度などの保育技術不足、個人
情報の取り扱いなどに関する厳しいご意見や苦言が寄せられる。これを裏返すと、卒業後の保育者養成校への
熱いエールと捉え、「地」と「知」として点と点を結び面にして、地域に必要とされる保育者養成校のあるべ
き姿を今後も模索していきたい。
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